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［はじめに］ 

 

我が国の総人口は、今後、長期の減少過程に入り、2048 年には 1 億人を割り、2060 年

には 2010 年比 3 割減の 8,674 万人になると推計されています。こうした状況は地域にお

いては、より深刻であり、新潟県の人口は現状の 229 万人（平成 28 年 4 月時点）から 2060

年には 4 割減の 134 万人へ減少すると予想されています。 

こうした来たるべき社会構造の変革に対し、交流人口の拡大を通じた地域経済の活性化

が叫ばれているところです。2016 年 10 月には訪日外国人が中国、韓国、台湾などアジア

からの訪日客の伸びがけん引する形で 2,000 万人を超え、2020 年の政府目標である 4,000

万人の達成が有望視されています。新潟県も 2020 年度の外国人年間宿泊数を 2015 年度実

績の約 2.7 倍にあたる 50 万泊とする目標を定め、「観光立県推進行動計画」にその旨を明

記しました。 

 他方で、インバウンド市場の順調な伸びのなかで、訪日外国人の志向に変化の兆しがみ

られています。観光庁の統計によれば、旅行者の費目別消費において、宿泊、飲食、交通、

娯楽の各項目が前年比で増加した一方、買物に充てる費用はマイナスに転じています。い

わゆる「爆買い」ブームは影を潜め、「モノ消費」から「コト消費」へニーズがシフトした

ことが明らかになりました。また、リピーター層を中心に東京、富士山、京都などの主要

観光都市を周るいわゆるゴールデンルートから、その他の地域へ往訪を希望する外国人は

増加しており、地域においてインバウンド需要を取り込むための具体的な方策とは何かを

本格的に検討する時期に差し掛かっています。 

 このような状況認識の下、「新潟・佐渡インバウンド推進連絡会」は、㈱日本政策投資銀

行新潟支店との共催により、インバウンドの推進を軸に今後の佐渡、新潟観光のあるべき

姿を探るため、観光関連の有識者を招いて、去る平成 29 年 3 月 13 日に「新潟・佐渡イン

バウンド推進シンポジウム」を開催しました。 

 本冊子は、当該シンポジウムの基調講演とパネルディスカッションの内容を記録し、講

演者了解のもと、議事録としてまとめたものです。今後の新潟・佐渡の観光振興と地域経

済の発展性について考える際の参考になれば幸いです。 

 

新潟・佐渡インバウンド推進連絡会 

㈱ 日 本 政 策 投 資 銀 行 新 潟 支 店 



［開催要領］ 

 

日 時  平成 29 年 3 月 13 日（月）14:30～19:00 

場 所  ホテル日航新潟 

主 催  新潟・佐渡インバウンド推進連絡会、㈱日本政策投資銀行新潟支店 

後 援  新潟県、新潟市、佐渡市、㈱日本旅行、ホテル日航新潟、㈱ホテル大佐渡、汐美 

荘、㈱第四銀行、東日本旅客鉄道㈱新潟支社、佐渡汽船㈱、新潟県観光物産㈱、 

㈱新潟ふるさと村、㈱新潟日報社＜順不同＞ 

参加者   １０９名 

 

 

次 第（敬称略） 

  ［開会挨拶] 

    新潟・佐渡インバウンド推進連絡会代表 小川  健 

  ［開会挨拶] 

    新潟県副知事 寺田 吉道  

  ［キーノートスピーチ］ 

    演 題  「外国人訪日客と今後の方向性について」 

    講 師  日本政策投資銀行企業金融第６部課長 奥 直子 

  ［パネルディスカッション］ 

   ＜パネラー＞ 

新潟県副知事 寺田 吉道  

新潟・佐渡インバウンド推進連絡会代表 小川 健 

ファーイースタン航空日本地区支配人 熊谷 和英  

湯沢町観光協会外国人観光客対応サポーター 二階堂 パサナ 

日本政策投資銀行企業金融第６部課長 奥 直子  

＜コーディネーター＞ 

日本政策投資銀行新潟支店次長 工藤 富夫 
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２．パネルディスカッション議事録 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 



 
 

「新潟・佐渡インバウンドﾞ推進シンポジウム」 

パネルディスカッション議事録 

 

【日時】平成 29 年 3 月 13 日(月) 14:30～19:00 

【場所】ホテル日航新潟 

 

（敬称略） 

＜パネラー＞ 

新潟県副知事 寺田 吉道 

新潟・佐渡インバウンド推進連絡会代表 小川 健 

ファーイースタン航空日本地区支配人 熊谷 和英 

湯沢町観光協会外国人観光客対応サポーター 二階堂 パサナ 

日本政策投資銀行企業金融第６部課長 奥 直子  

＜コーディネーター＞ 

日本政策投資銀行新潟支店次長 工藤 富夫 

 

工藤： 

日本政策投資銀行の工藤でございます。ここから私の方で進行を務めさせていただきたい

と思いますので、よろしくお願い致します。先ほど奥さんから非常に貴重なお話をいただき

ましてどうもありがとうございました。数字で実証されているデータを網羅的に使ってお

られましたけれども、非常にわりやすく、今後やはりインバウンドというのはちょっと先の

話だと思っている事業者さんもいらっしゃるということでしたけれども、十分裏取りされ

た形で今後伸びしろがあるんだなということがわかったと思います。 

一方で、いろいろと課題もあるのかなというところも見えて参りましたし、やはりまず一次

的に効果が出ているのが東京だったり大阪だったり首都圏だったりというところだと思い

ます。今後の地方への波及において具体的に新潟・佐渡はどうしたらいいかというところが

今後の論点なのかなという風に思った次第です。 

では、さっそくでございますけれども、本日のパネラーの方々をご紹介させていただきます。

お名前を読み上げましたら、会場の皆様ぜひ盛大な拍手をお願いしたいと思います。 

新潟県副知事寺田吉道様。 

寺田： 

どうぞよろしくお願いします。 

工藤： 

新潟・佐渡インバウンド推進連絡会会長で佐渡汽船社長の小川健様。 

小川： 

よろしくお願いします。 
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工藤： 

ファーイースタン航空日本地区支配人の熊谷和英様。 

熊谷： 

どうぞよろしくお願い致します。 

工藤： 

湯沢町観光協会外国人観光客対応サポーターの二階堂パサナ様。 

二階堂： 

よろしくお願いします。 

工藤： 

最後に先ほどのキーノートスピーチから引き続きでパネルディスカッションにも奥様にご

参加いただきます。 

奥： 

よろしくお願いします。 

工藤： 

では、さっそくで恐縮でございますが、今日も奥さんの話を伺っていろいろと私も思いあた

ることがあったんですが、恐らく同じようにパネラーの皆様もお話を聞いていただいて思

うところがおありかと思います。今日は色々な立場からパネラーをお招きしておりますの

で、まずおひと方ずつお話を伺わせていただきたいと思います。まずは寺田さんにお尋ねを

させていただきますが、色々と奥さんの話にもありましたが、やはり新潟・佐渡のポテンシ

ャルという意味においては観光振興に長らく携わっていらっしゃってお感じになられると

ころがおありかと思います。新潟でのお仕事も２回目ということも伺っておりますし、プラ

イベートでも非常にポジティブにいろんな観光地を巡っていらっしゃるという風に伺って

おります。ずばり新潟・佐渡の観光の魅力とは、どんなところかというところと、逆に足り

ないところといいますか、こういうところがあったらもっと良いだろうなというところが

あれば教えていただけますでしょうか。 

寺田： 

はい、ありがとうございます。ずばり、新潟・佐渡の観光の魅力という

ことですけれども、隣に小川社長がいらっしゃるので本当は佐渡汽船の

船に乗ることですとぜひ申し上げたいんですけれども、それは心の底で

はそうは思ってはいるのですが、ただ一般論で言いますと、新潟全体の

観光のポイント、魅力は何かと言われたときにだいたい私がお答えして

いるのは、今日だから言うわけではなくいつも言っているんですけれど

も、やはり佐渡を大切にしないといけないということはいつも申し上げております。もちろ

ん、新潟県はさっきも申しましたようにいろんなところにそれぞれ魅力ある観光資源はた

くさんあるんですけれども、その中でもやはりひとつ基軸として佐渡というのは非常に大

きな存在感がありますし、佐渡を大切にした観光のいろんな取り組みをしていかないと、そ
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の大きな存在感を発揮できないんじゃないかなと思っています。国内でも外国でも佐渡プ

ラス新潟市であるとか、佐渡プラス弥彦だったり岩室、佐渡プラス直江津、高田だったり、

そういった連携と言いますか、そういった形でお客さんを惹きつけるっていうのは非常に

大事なことなのかなという風にいつも思っております。で、その中の佐渡の魅力は何だって

いうことなんですけれども、これもなかなか一言では言い表せませんけれども、本当に佐渡

じゃないと味わえない、佐渡じゃないと体験できない特別なものがあるということだと思

います。もちろん食、これはすばらしいです。海産物はもちろん、会場にはお詳しい方たく

さんいらっしゃると思いますので釈迦に説法ですけど、魚はもちろんそうですし、山菜だと

かコメだとかものすごくいろんなものがあります。しかもその佐渡産の地元にあったこう

いう料理ですという形で出されると本当に記憶にも残りますし、観光でいらっしゃった方

には思い出に残るすばらしい体験になると思います。あとは歴史も非常に長いですし深い

ですので、能楽だとか鼓童だとか、もういろんなものが盛りだくさんです。私もよく佐渡に

は参りますけれども、副知事に着任して 1 年半くらいで２０数回くらい行く機会がありま

して、行く度に新しい発見があって、「あぁやっぱり佐渡はすごいな、こんなものはなかな

か日本にないな」と思います。あるいは逆に言うと佐渡は日本全体の縮図ということもあり

ますけれど、こういう点でいろんな他のいくつかの共通点があるなということをいろいろ

強く感じることがあります。そういうものすごく特徴があって特別でしかも飽きない、いつ

も発見があるというのが佐渡の魅力かなという風に個人的には思っております。あと、新

潟・佐渡の観光に足りないものっていうのはこれはたくさんあります。知名度であるとかＰ

Ｒであるとか。県もそうですし各自治体、それから観光関係の皆さん本当にいろいろ努力し

ていただいていると思いますけど、まだまだ海外から人が来ない、人に知ってもらうってい

う意味では足りない面がたくさんあります。あともうひとつ、特に佐渡について言うと何を

やっていくかという”共通認識”だと思います。たとえば世界遺産で今トライしています

が、今月末（２０１７年３月）に正式に政府に対して３度目の世界遺産の申請をするんです

けれども、何のためにやっているのか、単純にお客さんを呼ぶため、あるいは単純に何か土

産物を買ってもらうためにやっているというような発想の方も中にはいらっしゃると思い

ます。でもそうではなくて佐渡の非常に貴重な文化をしっかりと皆で共通認識をもって、そ

れを踏まえて何をこれからやっていかないといけないのかというのをしっかりと皆で議論

して決めていく必要がある。そのためのひとつのきっかけとして世界遺産というのは位置

づけるべきだと私は思います。そういったところの議論をしっかりやっていくっていうの

はこれまではやや欠けていたのかなという思いがします。そういう意味では今ちょうど小

川社長に中心になっていただいているＤＭＯの議論とか、あるいは佐渡市の方でもＤＭＯ

の議論をやっていただいていますので、そのあたりはこれからきっちり議論して、今後の取

り組みの進むべき方針、進むべき方向っていうのがきちっと定まっていくのかなという風

に期待をしているところであります。 
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工藤： 

はい、ありがとうございます。そうですね、魅力については奥さんの講演の中でもありまし

たけれども、やはり日本においては食というのが強いなというところと、冒頭佐渡テレビさ

んからご提供いただいた映像を流させていただきましたけれども、あの中での能ですとか

歴史というところも非常に強味だということでお話をいただきました。一方で、足りないと

ころと言いますか今後についてはこれも奥さんの講演の中でもありましたけれども、やは

りＰＲといいますか知名度をどう高めていくかというところかと思います。一方で、講演の

中でもありましたけれども必ずしもうまくいくことばかりではなさそうだなと、いろいろ

な課題もあるなという風に伺った次第です。そのあたりは続いて小川さんにお聞きしたい

と思うんですが、小川さんは佐渡汽船の社長様として長年佐渡の観光振興を訴えてこられ

たお立場にあられますけれども、小川さんからご覧になられて新潟・佐渡の観光にとっての

足下での課題はどのようなところとお考えでしょうか。 

小川： 

私の方はお手元に資料（P.39 添付資料）がございますので、一番最初の

挨拶にも申し上げた訳ですけれども、ちょっと重複するかもしれません

が、資料に沿って少しお話をしていきたいと思います。それから今の副

知事のお話ですけれども、私も佐渡汽船に参ってからよく言われるのは、

非常に佐渡は良いところがたくさんあるけど絞り切れてないよねって

いう話をよく聞きます。来た当時に、佐渡百選という本があるんだって

紹介をされたんですけれども、いかにその中から絞って、その絞ったものを尖らせて広げて

いくかっていうところが課題じゃないかと思うんです。ただ、その絞るっていうことは、ど

うも連絡会としてやることはどうかなという風にも思うところもありますので、その辺の

ところはまた議論させていただきたいと思います。まずは先ほどの挨拶でもお話しました

けれども、佐渡汽船輸送人員の推移をもう一度確認してみたいと思います。佐渡観光は高速

道路、新幹線の整備に加えて、離島ブームによる団体旅行中心の時代背景のもと、大きく輸

送量を伸ばしました。平成３年のピーク時に、佐渡汽船の輸送人員が３００万人を超えまし

たけれども、以降は減少傾向に歯止めがかからない状況が続いています。平成２８年の輸送

人員は約１５０万人とピーク時から半減しているという状況であります。次のページにい

きまして、佐渡市の人口の推移というものをここで確認してみたいと思います。輸送人員の

減少は佐渡観光の低迷に加え、少子高齢化による佐渡市の人口減少も影響しています。下の

佐渡人口の推移を見てみますと、先ほども何回も申し上げておりますが、私は平成１９年に

佐渡汽船に来たんですけれども、その時は７万人という風に思っていたんですが、実際は６

万５千人であったということであります。今現在が５万６千人ですのでちょうど年平均千

人減り、平成１９年から現在までで１万人減少している状況であります。佐渡観光の長期低

迷等の影響があって、佐渡汽船は平成１８年に債務超過に陥りました。その後、本体改革と

グループ企業の再編を実行して黒字化しましたけれども、平成２６年以降は赤字基調とな
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って、お客様の下げ止まりも歯止めがきかない状況にあるため、平成２８年は大変厳しい数

字となっております。もう一枚開いていきますと、佐渡島内の宿泊施設・収容人員の推移と

いうものがあります。佐渡観光低迷の一因として、お客様のニーズを捉えられていないこと

が挙げられます。また、団体旅行への依存体質から脱却できず、宿泊施設閉館による収容人

員数の減少も佐渡観光低迷に拍車をかけています。今後、更に輸送人員が下がると、佐渡観

光復活は困難になるため、佐渡汽船も必死に営業努力を行っていますが、個の力、要するに

佐渡汽船だけの力では限界があります。下の方に佐渡観光旅館連盟の加盟宿泊施設の推移

という、なかなかデータがなかったんですけれども、そういうことで軒数、それから収容人

員ともに大きく減少している。下の方に地区別の数が載っておりますけれども、小木地区は

４軒と、もともと少なかったものが、今現在 1軒まで減っている。そういう状況でいろいろ

複合的な要素で今の低迷の要因があるということを、まずはご確認いただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。とりあえずここまででよろしいでしょうか。 

工藤： 

はい、ありがとうございました。そうですね、島民の方の人口の減少を追うだけでなく観光

の方もということなので、今後の対応についてはいろいろ考えざるを得ないところがある

と思います。その辺りはまた後ほど詳しく伺わせていただきたいと思います。ありがとうご

ざいます。では続いて、インバウンドの推進ということについては何よりも玄関口となる空

港をはじめとするアクセスの良さが大事かと思います。先ほど奥さんの話の中でも地方空

港で降りる人が増えているというお話でした。本日ファーイースタン航空の熊谷さんにお

越しいただいておりますが、熊谷さんは長年旅行会社で海外旅行の企画販売などをやられ

てこられたというご経験もあられます。台湾－新潟便については 2017 年 7 月定期就航(予

定)ということもありますが、ちょっと意地悪な言い方になってしまいますけど、手元の資

料では訪日外国人の約９割が成田、羽田に集中していて、地方空港の受入シェアがわずか

６％というデータがありまして、そんな中で今後地方空港を活性化していく、インバンドに

活用していくという可能性についてお聞かせください。 

熊谷： 

改めましてファーイースタン航空の日本代表をしております熊谷でご

ざいます。今日はいろいろとお世話になります。よろしくお願いします。

今ご紹介頂戴しましたように、私どもファーイースタン航空は昨年の１

１月４日から新潟と台北を結ぶ定期便を週２便運航をさせていただい

ております。当初は冬場の期間運航を計画しておりましたけれども、お

陰様をもちまして需要が大変よろしいということ、それから我々自身も

今後の今日のテーマでありますけれども、新潟の台湾からのお客様のニーズというのもそ

れなりの手応えがあるということを踏まえて、４月以降も継続して週２便の定期運航を決

めさせていただいたところであります。今のご質問の中で、あえて率直に地方空港という言

い方をさせていただくことご無礼ですがご容赦ください。私自身は実はファーイースタン
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航空、ファーイースタン航空といってもちょっと耳慣れないかもしれませんが台湾では一

番と言っていいくらい実は古い航空会社でして、ずっと国内航空ばっかり国内路線だけの

会社でした。昨今になってようやく国際線の進出にあたり「さぁ日本にも飛びたい」、「さぁ

どこにどういう風な路線を組もうか」ということを私どもとそれから本社との連中で１年

がかりで検討を続けて参った結果、昨年のちょうど今頃ですがご当地新潟というのが候補

に挙がりました。なぜ新潟なんだという風に聞かれることが多いので改めてご案内させて

いただきますと、先ほどのとおり今台湾からの訪日のお客様は年間で３８０万人と言われ

ています。非常にたくさんの方々が日本に訪れておられます。ただ、そのほとんどはやはり

大都市圏、東京であり大阪であり一部北海道であるという、いわるゆゴールデンルートに集

中しているというのが現状です。という中で、我々が新しく新規路線を開設するにあたって

どういうマーケティングをしていこうか、あるいは今後将来性をどういう風に考えるかと

いったときに、その大都市圏に乗り込むというのもひとつの手ではありますが、我々として

はこれからの可能性にちょっと期待をしたいということが非常に大きなテーマでありまし

た。その中で現在マーケットはあるだろうけれども、なかなか路線が定着していないかもし

れないところ、それからこれからの可能性が非常に多いであろうというところをいろんな

角度で検証させていただいた結果、やはり新潟という判断をさせていただきました。正直な

ところ始めるにあたっては賛否両論ありました。実は台湾の方々の中で、ちょっと嫌な言い

方をしますけど、新潟っていうことを知っているかという質問をするとほとんどの方は実

はよく知らないというのが実態です。そのよく知らない新潟に飛行機を飛ばして本当に大

丈夫かというのが実は正直な気持ちでありました。ところが、航空会社という立場で言いま

すと、台湾のお客さんだけがお客さんではございませんので、当然ながら新潟から台湾にお

いでになる皆様方はじめ日本のお客様も大変大事なお客様です。そういうお客様方と双方

の交流という意味で十分可能性はあるだろうということで踏み切りました。結果、１１月か

ら正直なところ１ヶ月間はちょっと苦しみました。まず飛び出し間もないということがあ

ったと思いますが、ちょっと苦しみました。１２月に少し改善しました。ところが改善した

のは日本からのお客様で、台湾のお客様は鳴かず飛ばずでした。ところが、１１月、１２月

と過ぎて１月に入りましたら、一気に台湾のお客様から新潟に行ってみようかという声が

あがり、１月、２月、先月ですね、先月においてはなんと台湾からのお客様で飛行機がいっ

ぱいになっちゃいまして、臨時便が２本出るというぐらい大変な人気で新潟にお客様が来

られるようになりました。確かにいろんな季節の幅ですとか地方のマーケットの大きさと

か、色々なことがあるんですけど、先ほど工藤さんからご指摘があったように地方空港の可

能性はどうなんだということからすると、私どもあるいは私自身の考えはこれからは地方

の時代だと思っています。ですので、インバウンドのお客様ももちろん大事です。で、その

安定をはかるためにはやっぱり航空路線の足としてのアクセスの安定さというのが非常に

大きな力かな、あるいは大きな役割を担うのかなという風に我々は考えています。地方路線

の安定化のためには、ぜひ来るお客様だけを期待をされるんではなくて、こちらからも行く
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ということもお願いしたいと思います。皆さんの力で安定化の大きな力になります。これは

いわゆる相互交流というところです。得てしてよく、こういう立場ですのでいろんな方々か

らインバウンドのことについてちょっとどうなんだという話を伺うんですけれども、イン

バウンドを期待されるのはもちろん私も十分理解できますし非常に大切だと思います。た

だ、インバウンドだけを期待するというのはやっぱり片思いといいますか、なかなか続かな

いというのをぜひ皆様方にはご理解をいただきと思います。具体的には、地方空港はこれか

らどんどん増えていくと思います。なぜなら、特に台湾のお客様は東京、大阪、北海道はも

う行ったよというお客様はかなりいらっしゃいます。で、そういうお客様が次にどこに行こ

うかと探しているのが今です。そういうお客様は「じゃ飛行機があるなら行ってみようか」、

あるいは「ここに何かおもしろそうだから行ってみようか」というのでこれから来ます。足

がたぶん安定していれば、インバウンドのお客様はどんどん来ると思います。因みに、手前

どもで１１月からこの２月まで台湾からご搭乗いただいたお客様は延べ３,４００名で週

２便ですが乗っていただいています。これは、月換算しますとだいたい月９００名様から 

１,０００名様ぐらいの台湾からのお客様が新潟空港に降りていただいていることになり

ます。従って、この数と年間と合わせた１万２,０００人のお客様が利用するという計算が

できるということになりますので、十分インバウンド需要あるいはこれからの活性化とい

う意味で期待できるのではないかなと思います。なにしろ継続をして私どもとしては飛行

機を飛ばさせていただき、そのためにはぜひお客様にご利用いただきたいということが特

に地方空港のお客様にはお願いをしたいというところです。 

工藤： 

はい、ありがとうございました。そうですね、さきほど奥さんのお話の中でも２回目、３回

目とゴールデンルートをまわった後の外国人観光客の方が、さぁこれから別のところへど

こへ行こうかというところはチャンスだと思います。一方でコンペティターも多いという

ことですので、そのあたりは後ほどご議論いただければと思います。続きまして本日タイご

出身で湯沢町の外国人観光客の対応サポーターをやっている二階堂さんにもお越しいただ

いています。二階堂さんは「Nobi Tabi Love Yuzawa Town」という facebook のページを立

ち上げられて、私もちらっと見たんですけれども、非常にきめ細かい情報をタイムリーに発

信されることでタイの観光客の方に大変喜ばれているということでございました。二階堂

さん、これまでのご経験を踏まえて外国人観光客の視点からみて、日本、新潟・佐渡も含め

て訪れてみて喜んでいただけるようなポイントとか、あるいは反対に不満や不安に思って

いるようなところはどんなところか教えていただけますでしょうか。 
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二階堂： 

皆さんこんにちは。二階堂パサナと申します。常夏のタイの国から来て

今は雪国の湯沢にいます。日々雪を見てますが、とてもきれいだなーと

思うのは一番最初の印象でした。今紹介していただきました「Nobi tabi 

Love Yuzawa Town」のページを立ち上げていろんな国の方からはもちろ

ん、一番多くページを見てくれるのは同じ国のタイの方たちです。珍し

い雪景色が目に入ってくると反応がすごくいいですね。今までページで

よく聞かれるのは「今投稿した写真の場所はどこにあるか？」とか、「どうやったらここに

行けるの？」が一番多いです。本日いくつかお話の中からも 先ほど熊谷様からもお話いた

だいて、"足がしっかりしてればどこでも行ける"。たくさんのサイトで私もよく見ますが、

大まかな案内しかないのがほとんどだと私は感じます。私だけでなく、実際観光に来てる方

からも観光協会のページ、大きな企業での PR を見て、行ってみたいけれど実際行こうとす

ると細かい情報が載ってないためなかなかたどりつけない。あと宿泊施設に関して、本日ホ

テル関係の方もたくさんいらっしゃるかと思います。もしできればですが、ホテル近くの観

光場所を案内するページにホテルから簡単なアクセス方法をもう少し載せていただけると

海外から来る方達も簡単に行けるようになります。そういった細かく、優しく案内が増えれ

ば観光客は本来一ヶ所しか行けないのが二ヶ所になりここのホテルに泊まって次のホテル

に行くまでどこで遊べるなどがもっと増えるといいですね。最後にもう一つです。外国人対

応サポーターの他にメディアコーディネーターもしております。タイのメディアが来たと

き日程をコーディネートし、同行通訳してます。その中でいろんな場所へ行き。佐渡もよく

行きますし、仕事でもプライベートでも行きます。何度行っても本当に素晴らしいですね。 

何度行ってもまた行きたくなります佐渡は本当に。ただ、こちらの仕事でちょっともったい

ないと感じているのが、PR をしてもらうメディアを呼ぶときに、細かい情報の資料を作成

し、できるだけ早く海外のメディアに渡していただきたいです。早く渡せばその分彼らも前

もって情報を下調べして来日できます。ここがちょっともったいないと感じているところ

です。そういう部分は皆様ならすぐできるかと思いますので、是非お願いしたいと思います。

私からは以上です。 

工藤： 

ありがとうございます。なかなか日本の立場にいると、思いつかないようなところが多々あ

るんだなというところはよくわかりました。その辺りもいろいろと環境整備、受入整備とい

うところでまた後ほどご議論いただければなと思います。それでは最後に奥さんにもお尋

ねさせていただきたいと思います。色々各パネラーの皆様からもお話が出てきてましたけ

れども、やはりその知名度をどう高めていくかとか、それから二階堂さんからはもうちょっ

と情報をきめ細かくとか、熊谷さんの方からもこれからまさに東京、京都、大阪以外のとこ

ろに外国の方をどうやって呼ぶかというところについて言いますと、今までのインバウン

ドの振興のあり方とはまたちょっと違った切り口が必要になってくるのかなと思います。
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最後に事例もご紹介いただきましたけれども、例えば新潟・佐渡のインバウンドを進めるに

あたってこういうやり方が考えられるんじゃないかということがあれば教えてください。 

奥： 

ありがとうございます。やはり今までのお話があった中で先ほどの資料

（P.11 キーノートスピーチ資料）でもお示ししましたが、なかなか一番

最初に新潟・佐渡に行くというお客様ってそんなにいらっしゃらないと

思うんですね。やはりどうしても東京、大阪、あっても北海道というと

ころが先にきてしまうので、先ほど熊谷様からもありましたけれども、

やはりリピーターの方を呼ぶというのがひとつのポイントになると思

います。次どこに行こうって探している方が結構いらっしゃるっていうのはよく伺う話で

あります。そういう方たちにどういう風にＰＲしていくかっていうことが非常に重要にな

るのかなという風に思っております。で、今二階堂さんからもお話がございましたが、やは

りどのようにプロモーションをかけていくか、どういう風に資料を作っていって、どういう

タイミングで皆様に紹介していくかといったところが、非常に重要になってくるかと思い

ます。二階堂さんのご出身であるタイのお話を伺って非常に印象深かったのは、タイではか

なりプロモーションの資料も国ごとに変えていらっしゃるということです。その国によっ

てどういう色でＰＲするのか、どういう内容がうけるかというのは相当違っていて、そうい

うのをきめ細かく分けて資料を作っていらっしゃったりしていて、そういうことも非常に

参考になるのかなという風なところがございます。リピーターが次にどこへ行こうと探し

ている方たちにどういうものが刺さるのかということを考えていただきながら、ＰＲ・プロ

モーションを行っていくっていうことがもうひとつ大きな重要なポイントかなと思います。

もうひとつは、やはり資源を磨くということが非常に重要でございまして、地域に行く場合、

基本的に東京を経由してとか大阪を経由してとかいう方が多いと思うんですが、その中で

先ほどの資料の中でも触れましたが交通費にそれなりにお金がかかります。で、交通費にお

金をかけて行った先で何が見られるのかっていうのが非常に重要なところでございます。

これが手探りになって、ＳＮＳとかで皆さんが何を見てらっしゃるのかっていうのを見な

がら分析するっていうのもひとつあると思います。例えば、長野県では今、皆様よくご存知

の温泉ザルという地獄谷に温泉に入るサルがいるということで今外国人の方に大人気にな

っています。これも誰もＰＲはしてなかったのを外国の方がみつけて、それを写真とかメデ

ィアにだしたことで大評判になったっていうようなこともあって、何が受けるかわからな

いところもございます。これもある意味磨くつもりで磨いていらっしゃらなかったかもし

れないんですが、そういうのを機敏にとらえてＰＲしていくっていうことが非常に重要に

なるのかなという風に思っております。 

工藤： 

はい、ありがとうございました。各パネラーの皆様方からいろんなご意見を頂戴し、いろん

な論点を思いつくかと思うんですが、まずは小川さんにお伺いしたいなと思います。先ほど
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佐渡に関していろいろと課題があるということで、島民の方も減ってきて、観光客の方も減

ってきて、それに合わせる形で宿泊施設の数も下がるみたいなところですが、今回このシン

ポジウムも連絡会主催でやらせていただいてますけれども、連絡会としてはどういったと

ころを今後対応されていくのか、キーワードとしてはこれからプロモーション活動が大事

だという風に伺っていますがその辺りいかがでしょうか。 

小川： 

それでは、先ほどの資料（P.40 添付資料）の次のページから少し説明させていただきたい

と思います。まずもう流れの中でずいぶん話しがでているところでありますけれども、今イ

ンバウンド誘致に向けた取り組みの必要性があるのではないでしょうか。佐渡観光におけ

る現状から国内需要について今後も大変厳しい状況が予想されます。新潟県内、特に佐渡島

はインバウンド誘致が立ち遅れているため、この方向性については一定の効果が期待でき

ます。これは最初のところで申し上げたとおり、去年、台湾営業をしたりして非常に感触が

良かった。実際正確な数字はわからないですけれども、今佐渡に行っている外国人数は年間

３,０００人くらいではないかと考えております。そういった状況に対しまして、いきなり

宿泊、それから観光施設への設備投資、これはなかなか難しく、非常にリスクがある。まず

は誘致に向けたプロモーション活動が必要不可欠であり、ここから着手すべきという風に

考えています。もう１枚めくっていただきますと（P.41 添付資料下表）、新潟県には世界遺

産登録を目指す佐渡島、温泉、スキー場、日本酒・お米等の観光資源が溢れていますが、魅

力の発信が十分にできていない状況にあります。訪日外国人旅行客の動向ということで、先

ほども説明のあったとおりです。２０１６年の外国人延べ宿泊者数７,０８８万人のうち、

新潟県は２６万人と全体の僅か０．４％です。今日お手元に記事（２０１７年３月７日付新

潟日報、資料添付省略）を配らせていただきました。「米山知事は新たな目標値について、

国の方針なども踏まえより高い水準で設定する必要がある。２０年度に５０万泊とする見

直しを検討している」とあります。これからと言いながらも５０万泊という数字をはっきり

とおっしゃった。新潟県の数字はここのところ伸びていません。そういう状況に今、新潟県

が目標の再設定をしている。次のページに、もう１枚めくっていただきますと、そういう状

況の中で新潟・佐渡インバウンド推進連絡会を立ち上げました。平成２８年１１月に、民間

有志による連絡会組織を正式に立ち上げました。佐渡島は新潟県観光の要でありますが、佐

渡島だけでインバウンドの完結はできないため、新潟県観光全体への波及効果を目的とし

ています。２８年度は連絡会メンバーによる台湾セールスを２回実施し、徐々にではありま

すが効果が表れています。連絡会の取り組みとしてはインバウンド誘致拡大に向け、積極的

なセールスを展開し、プロモーションだけでなく、ランドオペレーター業務も行う。県内Ｄ

ＭＯおよび観光協会と連携する。海外エージェントとの価格交渉、受入環境の整備等、民間

組織による一体的な取り組みを推進します。先進的事例の「せとうちＤＭＯ」がモデルであ

ります。同じ形になるかどうかはわかりませんけれど、そういったのをみて、我々が意識し

ていくということであります。次にその組織体制ですけれども、新潟・佐渡インバウンド推
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進連絡会の幹事会社は佐渡汽船、佐渡汽船グループ２社、それから日本旅行さん、ホテル日

航新潟さん、ホテル大佐渡さん、汐美荘さん、第四銀行さん。この皆さんに幹事会社になっ

ていただきまして、オブザーバーとしてＪＲ東日本新潟支社さん、日本政策投資銀行さんに

なっていただいています。このオブザーバー企業につきましては今後とも増やしていこう

というところであります。今後、新潟県内企業に参画要請をして連絡会組織を拡大する予定

で、関係自治体、新潟県内ＤＭＯ候補法人、観光協会とも連携を図っていき、将来は広域連

携も視野に入れています。最後のページになりますけれども、これから法人化を進めるべく

段取りしていくということになります。新潟・佐渡インバウンド推進連絡会の法人化、この

４月から動き始めまして６月を目標に法人設立を進めていきます。収益事業化に向け、この

辺はまた後で詳しく説明したいと思いますけれども、受益者負担をお願いしていきます。自

立するまで当面の間、５年程度の間、行政には継続して支援を要請していきます。法人の活

動としては、大手旅行会社に参画していただき、セールスエリア等の役割分担を行い、必達

目標を決めてインバウンド誘客の取り組みを強化します。佐渡汽船は法人に対し人材２人

を出向させますけれども、連絡会参画企業からも人材の出向をお願いしていく予定です。今

は日本旅行様に人を出していただけないでしょうかというお願いをしています。当面はイ

ンバウンド誘客に特化しますけれども、将来的にはアウトバウンドや特産品販売等にも拡

充していきます。それから観光ファンドの創設ですけれども、時期を見極めて創設したいで

すし、既存のファンドも活用したいと思っています。それから宿泊施設、観光施設等の再生・

リニューアルを支援します。これは直接投資するということではなくて、外部との連携の中

でがんばっていきたい。それからもう 1点は、民泊に対して補助もあるしファンドもありま

すので、これらを考えますので民泊窓口を島内関係者との連携により整備することを検討

していきます。そういうことを連絡会として取り組んでいこうということでございます。よ

ろしくお願いします。 

工藤： 

はい、ありがとうございました。非常に合理的なこれからの活動内容をご説明いただきまし

た。ただ今の小川さんのお話にもありましたけれども、今までのご意見を踏まえると佐渡は

いろいろと魅力的な良いところがたくさんあるのだけれど、なかなか知名度が高まらない。

そのためにはやはりファンド整備も必要だけれども、取りも直さずプロモーションを強化

していく必要があるというところが、皆様共通のご認識なのかなという風に思った次第で

す。先ほども寺田さんの方から新潟の観光においては佐渡を大事にせよというお言葉があ

りました。毎回行っても特別な存在であって新しい発見があると。小川さんからも佐渡百選

のお話をいただきましたけれども、良いところがたくさんあって逆に絞り切れていないの

ではないかと。ここまでいろんな良いところがあって、なかなかなぜＰＲできていないのか

なというところからまずお話をさせていただければなと思います。冒頭寺田さんのご挨拶

にもありましたが、二階堂さんが最近佐渡がマイブームということで伺っておりましたの

で、まずは佐渡の魅力といいますか強みのところで二階堂さんの立場からどんなところが
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あるとお思いでしょうか。 

二階堂： 

佐渡の強みですか？全部ですよ。ちょっとアバウトな答えなんですけど、実際何度か行って

きたんですが、そこにいるだけで落ち着くんです、すべてが。佐渡汽船から降りて、そこの

風に当たった瞬間、そこの空気に触れた瞬間、不思議なことになんか落ち着くんですよね。

あとは食べ物。もともと刺身が食べられなかったんです、私。でも、佐渡に行ってイカ刺し

も食べられました。あと、最もはまっているのが南蛮えびですね。今まで食べてきた甘えび

のすべてを忘れさせられるくらいすごくおいしかったんです。ちょっと残念だなと思うの

は、お友達に「南蛮えびおいしかったよ」って紹介はしたんですけど、逆にこれから佐渡に

行こうとする外国のお友達から、「じゃ、その南蛮えびがどこで食べられるの？」と聞かれ

たときにちょっと困っちゃいました。もしどなたか簡単な説明ができたら、また後ほどいつ

かお会いするときにぜひ教えていただきたいなと思います。そういうところが今ほど話に

なっていたＰＲがちょっと足りないないんではないかなというところと私は感じてます。 

工藤： 

はい、ありがとうございます。ＰＲというところでは先ほど寺田さんからのお話で良いお言

葉だなと思って伺っていたんですけれども、単に人を呼ぶという意味でのプロモーション

ではなくて、”共通認識”というお言葉を使われておりまして、文化であるとか背景である

とか、そういったところを理解した上でのプロモーションが必要ということだと思うんで

すが、その辺りもうちょっと具体的なお考えとかあれば教えてください。 

寺田： 

佐渡についていつも思うのは、本当に文化・歴史は非常にすばらしいものがあるんですけれ

ども、今はそういうことは多くないと思うんですが過去にはどちらかというと割と値段だ

け安くしたり、とにかく団体客・たくさんのお客さんだけを大量に旅行会社の方に送っても

らって受け入れる、そういう発想でやってた時期があったんじゃないかなということです。

佐渡に１回も行かない人もダメだけど２回以上行く人もダメだというような言葉もあると

思いますけれども、どうしてもそういう風になってしまって今王道になっているリピータ

ーを大切にして作っていくっていうどこの地域でも一生懸命やっている大方針があると思

うんですが、それとは違うことを過去にはやっていたんじゃないかなという点があると思

います。そうではなくて、とにかく安くても何でもいいから大量にお客さんを呼ぶっていう

ことではなくて、佐渡の文化的価値とか歴史的価値とか、佐渡の良さっていうのをしっかり

と観光客のお客さんにも伝えるっていうことが一番大事だっていうのを皆でしっかり認識

を持って、もちろん旅行商品は安いに越したことはないんですけれども、闇雲に安いのでは

なくてしっかりとコストパフォーマンスが良いっていう言い方の方がいいんじゃないかと

思います。宿の方はきちっとした素晴らしい料理を出す。その代わり宿の方にもしっかりと

お金がまわる。もちろん、佐渡汽船さんは佐渡汽船さんにコストがかかりますからコストに

見合う料金をとる。そういうきちっと提供するサービス、価値に見合ったお金を観光関係者
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の人がしっかりもらえる。そういう意味できちっとした観光にかかる収入を得ていく。それ

がベースになった上でお客さんにはお金をしっかりと納得して出していただくという、そ

ういうのを大切にしないといけないのではないかという風に思います。今大きな流れがそ

ういう形で関係する旅行会社の皆さんにやっていただいていると思うんです。それを大事

にしていくっていうことだと思います。あともう一つだけ、私はＰＲをしっかりとして情報

発信をやっていくってことが大事だと申しましたけれども、それはもちろん大事なんです

が今ＳＮＳの時代ですので、一番大事な情報発信は、ある意味来ていただいたお客さんに質

の高いサービス、質の高い体験をしていただければそれがすぐネットで拡散します。それを

しっかりとお客さん一人一人にやるっていう、質を高めること自体が最高のＰＲでもある

っていうことかなと思っています。そこを皆でしっかり共通認識を持って臨むっていうの

が大事だっていう風に思います。 

工藤： 

ありがとうございました。そういった意味では長らく旅行企画・販売をされてきた熊谷さん

にお伺いしたいんですけれども、先ほど台湾便についてはいろいろとご議論もあり最初は

やっぱり台湾の方に聞くと新潟のことがよくわからないという声があった中で最初は苦戦

されたと伺いました。その後だんだん増えてきたことには背景があると思うんですけれど

も、その辺りは寺田さんがおっしゃていた質の高さといいますかそういったところかと思

うんですが、それについてはきっかけみたいなものが何かあったのでしょうか。 

熊谷： 

寺田副知事がおっしゃったのがまさにその通りですね。新潟は知らないけれど佐渡は知っ

ている方が多いんですよ。何でかって言ったらですね、皆さん「未来ちゃん」てご存知です

か。川島小鳥さんていう写真家の方が佐渡に住む少女を撮ったんです。今は大きくなられて

素敵な女性になられているんですけれども、７～８年前なんですが未来ちゃんていう写真

集を出した人です。それがＳＮＳで爆発的に広まったんです。で、その未来ちゃんを見たさ

に佐渡に行きたいっていうお客様が台湾で実は少なくないんです。私も実は知らなかった

んです、その未来ちゃんっていうのは。 

工藤： 

私も知らなかったです。 

熊谷： 

今は立派な女性になられているそうです。５～６歳ぐらいの、率直にいうと女の子がすごく

ユニークというか、キャラクターがかわいらしいというか、そういうことみたいです。なの

で、未来ちゃんに会いに佐渡に行きたいっていうことから、佐渡っていうのは結構台湾の人

は知っている。それからさっきパサナさんから南蛮えびという話がでました。台湾のお客さ

んは特に海鮮料理、台湾っていうか他の方もそうでしょうけれど特に台湾の方は口が肥え

ていて、蟹とか海老とか今はもう言うまでもなくご飯ですね、要は食べることにすごく敏感

というか、質が高いです。逆に新潟に来てそういうすごくおいしいものを食べたということ
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が口コミで広がります。実は新潟に来る便は手前どもが最初ではなく、以前にも他の会社さ

んで飛行機を飛ばしておられましたので、別に新潟に来るのがうちが初めてではないんで

す。ただその時に体験された方が恐らく「実は新潟っていうのは結構うまいもんがあるんだ

よ」というのが根底にあるんだと思います。ですから、お客様に時々聞くんですけれど、「ど

うでした？」と言うとやっぱり思った通り「蟹がうまかった、鮭がおいしかった、何しろご

飯がおいしかった」と言って帰られて、「また来ますか？」と言うと「また来るよ」と言う

お客様が多いんです。つまり寺田副知事もおっしゃったように、こう言っては失礼かもしれ

ませんが、大きなお金をかけてマスメディアに宣伝をされるというのも確かにひとつの方

法ではあるかもしれませんが、むしろ新潟が持っている資産、そういう南蛮えびなんて非常

に良いキーワードだと思います。恐らく未来ちゃんと同じように佐渡の南蛮えびっていう

のを出したら、それだけで一気にＳＮＳに広がるんじゃないかと思いますね。ただ、それを

食べに行きたいっていうお客様に食べてもらえるようなことをやっぱりしていかないとい

けない。未来ちゃんも見たかったんだけど、もう大人になっちゃったっていう、どこに未来

ちゃんいるんだよっていうのが実は現状なので、南蛮えびをぜひ名前だけの南蛮えびでは

なくて、本当に実はここにある、あっ本当だっていう食べてもらえる南蛮えびを提供すれば

一気に広がる。ということは、一気に手前どものお客様も増えると思いますので、よろしく

お願いします。 

工藤： 

ちょっと未来ちゃんが画像で見られないのが非常に残念なんですが、後で検索してみたい

と思います。そういった意味ではやはり観光資源を磨くんだという風に奥さんや寺田さん

もおっしゃっていましたが、今はいわるゆ紙媒体のＰＲだけではなく、すぐにネットで世界

中に拡散するという時代が来ているわけです。トリップアドバイザーの評価のお話や昔か

ら佐渡金銀山のお話もありますが、一方でそういう未来ちゃんのような知る人ぞ知るみた

いなものもあれば、あるいは、有名なんだけれども、二階堂さんがおっしゃるように南蛮え

びみたいな、知っているけれども食べに行く方法がよくわからない。その辺りがポイントな

のかなという感じがしてきました。観光資源という意味では佐渡金銀山遺跡と、例えばさき

ほどの未来ちゃん、それから先ほど二階堂さんも雪景色というお話をされていましたし、奥

さんの資料の中でも外国人の方が望むランキングの中でもでてきているということなんで

すけれども、今後ＰＲをしていくにあたっての観光資源という意味ではどっちの路線がい

いかなと私今思ったんですが、それについては誰かご意見おありの方いらっしゃいますで

しょうか。どうでしょうか。奥さん、お願いします。 

奥： 

難しいご質問なんですが。新潟県全体でお話させていただくとやはりひとつ雪というのは

強力な資源だという風に思います。これは昨今やはり世界中で雪不足に悩んでいる地域が

かなり増えてきている中で、日本は特に日本海側は安定した雪を得ることができる。海外で

は“ホワイトゴールド”と言われたりして“金のなる木”みたいに言われている部分もあっ
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て、日々生活されている方々には雪かきしなければいけないし面倒くさいというのはあら

れると思うんですが、やはり外の方から見るとこれは、最近ようやく外国人の方が来られる

ようになって気づいたけどみたいな感じのところはあると思うんですが、これは非常に大

きな武器になるという風に思っているところでございます。一方で、佐渡というところに焦

点を当てますと、雪は多分若干ちょっと少なめなのかなという感じがしています。今後その

金山跡といったところをいかに世界遺産化していくかっていうことで、それも佐渡や新潟

にとって、佐渡の方にとって大きな資源といったところで、これがひとつのきっかけになっ

ていく可能性ってけっこう大きいかなという風に思っているところではあります。ただ、や

っぱりそれだけを磨いても仕方なくて、その佐渡金山だけでなくてその周りをどうするか、

これは“産業遺産”、“産業観光”という形で、海外でも例えばイギリスのアイアンブリッジ

とか、ルールといったような地域でもそういうことが先進的に取り組まれています。まちづ

くりとしてその中のひとつとして金山が観光産業、観光資源として整理されているなとい

うところが非常に印象に残るところではございますので、そういう地域の面的なものを考

えていくということが非常に重要なのではないかなという風に考えています。 

工藤： 

ありがとうございます。その辺り、佐渡の観光に長らく携わっていらっしゃる小川社長とし

てはどんなご感想をお持ちでしょうか。 

小川： 

先ほど、一番最初の話にも団体旅行を中心に走ってしまったというところがあったんです

けれども、佐渡は非常に団体旅行で大成功したんではないかと思うんですね。大成功した結

果その山は高い一方で谷も深かった。私が第三者的に言ってはまずいんですけど、一時的に

数に走っちゃったのかなと。その数に走ってしまった結果、安売りしてかえって自分で自分

の足を引っ張ってしまったというところがあると思います。あとのところでまた民泊等の

話もでると思うんですけど、ちょっと“富裕層向け”を工夫するとか、そういったことをこ

つこつやっていく必要があるのかなと。佐渡汽船としては、自分で作る、佐渡汽船自体が作

る商品にはなるべく宿泊単価を上げるとか、そういった風に努力しているんですけれども、

やはりなかなか全体的な流れというのはそう変えられるものではないので、少し時間をか

けていく必要があるのかなという風に思います。 

工藤： 

はい、ありがとうございました。今、”富裕層向け”というお話がありましたけれども、私

の方から問題提起させていただきます。先ほど奥さんの講演の中にもありましたが、タイは

長期滞在型で単価がちょっと安めでリゾートが、シンガポールの方は短期だけれども高単

価で、カジノはありますけれども医療ツーリズムみたいなものがあるということでした。今

後日本はどっちの路線をとっていくのか、新潟・佐渡の場合はどうなのかお聞きしたいと思

います。なかなか単純には言えないところもあると思うんですが、この点に関して寺田さん

いかがでしょうか？ 
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寺田： 

私は富裕層、団体旅行とか大衆層ではなく富裕層という考え方にどちらかというと近いん

ですけど、佐渡の場合は特に富裕層より”こだわり層”があるっていう気が致します。高く

てもたくさん高級なところに泊まられてお金がかかる体験をするっていうので呼ぶことが

十分できる観光資源とかいろんな自然資源とかありますので、そういう方はもちろん良い

んですけれども、一方でそんなにお金がかからないけれども特別な体験がしたいという方

もたくさんいらっしゃるかなと思います。毎年夏に今まではアース・セレブレーションをや

っていただいてますけれども、ああいう時にバックパッカー的な外国の人がたくさんいら

っしゃいます。それから佐渡のロングライドとか、そういったアウトドアスポーツも素晴ら

しいものがありますので、そういったものを目指してこられるのは大事にしたいなという

気がします。だから、こだわって佐渡の文化芸術に触れたい人、佐渡の自然に親しみたい人、

佐渡でスポーツしたい人、こういうのをしっかり良いタイミングとして考えていったらい

いかなと思います。もうひとつは、今はもうけっこう来てますけど古民家で東京とか首都圏

とか一部関西とかの大学生がゼミの行事とか合宿で来たりしています。そういった古民家

に泊まって皆で共同生活を夏休みの間だけですけど、するというのをやっているのがけっ

こう最近多くなっているなと思います。そういう大学生なんかに若いうちに佐渡を体験し

てもらって、彼らがひと夏でも佐渡でそうやって生活すると佐渡って普段あまり意識して

なかったけどすごく良いところなんだなという風に”佐渡ファン”になってくれるといず

れまた旅行で来たり家族を連れて来たりしてくれるんではないかなという風に思いますね。

そういうのを大事にしたら良いのではないかなと思います。 

工藤： 

ありがとうございます。だいぶお時間も経って参りましたけれど、いろんな意見を頂戴しま

した。せっかくの機会でございますので、会場に参加されている皆様方で聞きたい方がいら

っしゃると思いますので、どなたかご質問なりご意見なりありましたらいかがでしょうか。 

石塚（第四銀行コンサルティング推進部 担当部長）： 

貴重なお話をありがとうございました。第四銀行石塚と申します。熊谷さんに１点お聞きし

ます。私の認識では新潟空港はどちらかと言いますと首都圏に向かうインバウンド客の通

過的な航空拠点という位置づけだと思っていました。先ほど３,４００名の方が来られたと

いうことですが、これは新潟に旅行に来られた方の人数を言ってらっしゃるのか、それとも

通過する方も含めての人数なのかちょっと教えていただけませんか。 

熊谷： 

はい、承知しました。私が申し上げた３,４０１名のお客様というのは私どもの飛行機で台

北から新潟空港に乗っていただいた搭乗者の数です。で、そのお客様すべての方が東京に行

っているか、あるいはどっちに行っているかというところまでは正直分析できていません

けれども、知る限りにおいては確かに新潟がひとつのゲートウエイとして位置づけられて

いるっていうことは正直言って否めません。多くは今の場合はだいたい団体旅行の方が８
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割強、つまりツアーで来られているお客様。そのお客様は台湾の旅行会社の方でツアーを組

んで日程を組んでおられる。行き先は多くの場合は、今冬場というのもありますので一概に

は言えませんが、今の段階では会津、蔵王、仙台、庄内そういったところをぐるっと巡ると

いうような形のツアーがけっこう多く見受けられます。一方、中には今日話題になっていま

すように佐渡に宿泊を伴って行っているツアーっていうのも私どもではお見受けしていま

す。特に佐渡では先ほど未来ちゃんと言いましたけれど、ちょっと話題は違いますが、佐渡

に行くことの目的は”金（きん）を見たい”、台湾のお客様は金（きん）が大好きなので金

鉱山という響きだけで大変に喜ばれるみたいですので、佐渡にも実はおいでになられてい

る。今のご質問は、すべてのお客様が新潟を目的地としているかということだと思われるん

ですけど、そういう意味ではすべてのお客様とは言えませんが、少なくとも３千何某のお客

様が新潟の地に降りて、それなりの宿泊、それなりの飲食はされておられる。我々の今後は

新潟をひとつの日本海側のゲートウエイという位置づけで近県の皆様方の観光地との連携

を組んでいただいた中で、県外からのお客様もぜひ乗ってもらいたいし、県外へのお客様も

誘致したいという風に考えてます。よろしいでしょうか。 

石塚（第四銀行コンサルティング推進部 担当部長）： 

ありがとうございました。奥さんに１点お聞きしたいのですが、いろんな旅行の支出の研究

をなさっていらっしゃると思うんですが、観光旅行へ行くときに交通費の割合というのは

具体的にいうとどのくらいの比率なんでしょうか。それも特にインバウンドの方の特徴が

あったら教えてもらいたいです。例えば、旅行に１０万円かけるとしたら、同じ１０万円か

かる旅行地が競争相手になるはずだと思うんですが、そのとき交通費の原価が高ければ当

然現地の旅行先でお金が使えないわけですから、そのときの比率というのがどのぐらいの

比率を基準に考えてほしいのかわかったら教えてほしいです。 

奥： 

ありがとうございます。先ほどの資料の中に一部アジアの日本に来た場合の割合というこ

とで、交通費が７％程度という風になっております。１１枚目のスライド（P.6 キーノート

スピーチ資料右下表）でだいたい７％ぐらいというような推定で示されているんですけど、

これはあくまでも平均でございます。ちょっと今手元に細かい資料がないのであまり明確

な数字は申し上げられないんですが、どちらかというとやはり長期滞在型をされる欧米の

方というのが比較的宿泊代もそうなんですが交通費が高くなっていて、やはり長距離移動

をされている方がけっこう多いということなんですね。ゴールデンルート以外に九州から

東北までといったようなＪＲさんのパスを使ったりして移動されている方が多くて、ここ

の割合は実はもうちょっと欧米の方になりますと高くなるというような傾向にあるという

ところはございます。 

石塚（第四銀行コンサルティング推進部 担当部長）： 

そうしますと例えば佐渡に行ってもらうには、当然宿泊数を増やしてもらわないと交通費

のウエイトが下がらないわけですから、そういうプランの作り方で考えないといけないと
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いうことでしょうかね。 

奥： 

おっしゃるとおりでございます。前に仙台でお客様のお話を伺ったんですけれども、東京か

らわざわざ仙台に来ないのはなぜかという風に聞いたときに外国の方が交通費ですという

ようなお話をされたと。その交通費をかけてみるものが何かあるのかと。食べ物だけでは東

京でも大阪でも行って食べられるよねっていうそういう反応があったということで、やは

り交通費っていうのはコストパフォーマンスという面で考えると非常に大きいということ

です。おっしゃるとおりこれだけの単価をかけてこられてそれで１日で帰られるというの

はコストパフォーマンスが悪いという風な認識をされかねないところがございます。おっ

しゃるとおり”滞在型”ということをある程度考えていかないと、特に佐渡に渡る場合は

いけないのかなという風に今考えているというところでございます。 

石塚（第四銀行コンサルティング推進部 担当部長）： 

ありがとうございました。 

工藤： 

ありがとうございます。まだまだ議論がつきないところでございますが。あと、もうひと方。 

田中（愛宕商事旅行事業部 取締役部長）： 

愛宕商事の田中と申します。今日はありがとうございました。小川社長を中心にお聞きした

いのですけれども、二階堂パサナさんは恐らくフェイスブックでかなりタイからお客様を

湯沢の方に呼び込んでいるのではないかなとお見受けします。実は昨日通訳ガイドそれか

ら国際ガイドの研修が県庁であり、またその前日に「トキめき佐渡・にいがた観光圏戦略会

議」があったときにもでた話なのですけれども、佐渡汽船さんにまず両替の施設、これは実

は佐渡に限らず新潟県全体に両替の施設があまりにもないと。最近は特にＦＩＴ、個人ベー

スでインバウンドが増えているという中において、やっぱり両替の施設がないというのは

非常にネックではないかという話が１点。それからＷｉ－Ｆｉの件でこれも実は佐渡だけ

に限らないのですけれども、新潟県全体でＷｉ－Ｆｉの環境が非常に良くない。佐渡汽船さ

んの場合は船内でのＷｉ－Ｆｉが、小さい乗船券の番号を打ち込んでアンケートに答えた

上で 15 分間だけしか使えないというのがあって、これがかなり多くの方から不満がでてお

ります。例えばトリップアドバイザーであったりフェイスブックであったりというのは、そ

のときに打ち込むということで次々と新しい情報が入ってくるのであり、そのときに打ち

込まないで、後で打ち込むという方も中にはいらっしゃいますけども、リアルタイムにはな

かなかならない。佐渡汽船の中でのいろんな楽しいことを含めてその場で打とうと思うと

実はＷｉ－Ｆｉには繋がったけれどもインターネットはできない状態が多々ある。これは

恐らく観光客だけでなくビジネスのお客様は相当思っていると思うのですけれども、その

辺について今後のインバウンド、佐渡の観光の交流も含めて、何かお考えというか改善策と

いうのはございますでしょうか。 
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小川： 

両替の施設については勉強してみたいと思います。コンビニを一時引っ張ってこれないか

とかそういうことも考えたんですけれども、なかなか難しくて、そこに来ていただくことは

叶いませんでした。両替についてはもう一度勉強してみたいと思います。それからＷｉ－Ｆ

ｉについては今広めつつあるというところでありますので、今のご意見もまた勉強してい

きたいと思います。良いですか。 

田中（愛宕商事旅行事業部 取締役部長）： 

ありがとうございます。実は両替の前段でＡＴＭも非常に佐渡島に行ってからではなくて、

新潟の方の港で全部そういったことがファイナルで機能できれば一番助かるなという風に

思っています。私は実は佐渡汽船のターミナルに来る前に一度別のところに寄ってお金を

下ろしてから行ったりすることがあるのですけれども、本当は船に乗船する前の時間を有

効に使ってそういったものができれば良いなと常々思っていますので、ぜひそれも併せて

お考えいただければと思います。 

工藤： 

よろしいでしょうか。まだまだお話をお聞きになられたい方いらっしゃると思いますけれ

ども、この後各パネラーの皆様におかれましてはレセプションの方もご参加いただけると

いうことでございますので、ぜひその場でもご質問いただければなと思います。では、そろ

そろまとめに入りたいと思いますが、いろんな議論・論点がでて参りましたのでなかなか難

しいところだなと思って聞いておったところですけれども、やはり最終的に言えることは、

新潟・佐渡には非常に良い観光資源もあって強みもあって、そこをどうやってうまくＰＲし

ていけば良いのか、ひょっとしたらちょっとした工夫なんではないかなという風に個人的

には思った次第です。最後に小川さんの方から今日のディスカッションの感想なりご意見

をいただければと思います。 

小川： 

今考えていますことは、佐渡の魅力ってたくさんあるという中で、今あるものをそのまま発

信したいというのが基本的な考えであります。民泊とかそういったものを少しずつ広めて

いって、すぐに効果がどんどん出てっていう訳にはいかないかもしれませんけれども、イン

バウンドの広がりの中でいろんなものをひとつずつ整理しながら進めたいと考えておりま

す。それから、特区のことを少しお話していいですか。 

工藤： 

はい。 

小川： 

佐渡っていうのは、”夏の繁忙期と冬の閑散期の差が非常に大きい”ということだと思い

ます。そのせいでいろんな経営を難しくしているというのが実情としてある。それはホテル

にしても観光施設にしても同じです。その夏場の忙しいときに、特区というものを考えられ

ないかと。これは佐渡汽船で考えることでもないし、この連絡会でも考えることでもないん
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ですけれども、強いてこの場でちょっと大胆な話をさせてもらうと、例えば夏の繁忙期に、

ガイドの方に自分の車を運転してまわっていただくとかそういったことはできないんだろ

うかと。それからホテルでお持ちのバスを他のところでも使えないだろうかと。それから、

個人で持っている車を一時お借りしてレンタカーに使えないだろうか。そういった勝手な

ことを言わせていただくといろんなことが対応できるのではないかなという風に考えてい

ます。それから食について言うと、やはり冬場にとれたものを冷凍して夏場に出すとか、そ

ういった工夫っていうのがどうしても必要だろうという風に感じています。これは佐渡市

にも言えることですけれども、そんなところをこれまでの話の中で感じています。最後にで

すね、法人化について少しだけお話しておきたいと思うんですけれども、先ほど説明させて

いただいたとおり６月にはこの連絡会を法人とすべく準備をしていきます。佐渡汽船から

も２人出向させる予定ですし、日本旅行さんからも１人出してくれませんかということで

今お願いをして調整中でございます。これから、事業計画を作成して新潟の企業の皆様、経

済同友会さんと商工会議所さんにご協力いただいて説明会をするという風に予定してます

し、佐渡地区でも皆さんに説明会をやりたいと思ってます。具体的には佐渡汽船から出向さ

せても人件費をいただくとかそういうことではありませんので、事業予算として３,０００

万とか４,０００万とかいう費用がかかるのかなと。それを新潟県さんにお願いをしたり、

それから受益者負担という形で佐渡汽船が一番の受益者でありますので、1万人増えたら行

ったり来たりで２万人になりますが、それに対して一定のフィーをこの会社に支払うとか

そういったことで進めたいなと。この会社は利益を出すためにやろうとしている訳ではな

くて、こういうインバウンドを進めて観光振興に寄与するという目的で私は設立しようと

思っております。今後とも皆さんにもいろいろとご協力いただきたいと思っております。よ

ろしくお願いします。 

工藤： 

ありがとうございました。それではお時間が参りましたので、本日は大変不慣れで議論が拡

散してしまいましたけれど、本日ご参加のパネラーの皆様方におかれましては、どうもあり

がとうございました。皆様、今一度拍手をお願いします。 
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３．アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



平成29年3月

　　　　　　　
　　　

■所属団体の業種をお聞かせください。

■総合的な満足度をお聞かせください。

■それぞれの満足度をお聞かせください。

「新潟・佐渡インバウンドﾞ推進シンポジウム」に関するアンケート結果

とても満足
46.9%

やや満足
26.6%

普通
26.6%

＜会場 満足度＞

満足 73.4％

やや満足
46.8%

とても満足
41.9%

普通
11.3%

＜パネルディスカッション 満足度＞

満足 88.7％

【回答率】 全体69.5％ （参加者95、回答数66）

ホテル・旅館､交通事業のみ対象：96.0％ （参加者25、回答数24）

※参加者には司会･出演者・受付担当を含まず

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

その他

建設

印刷・出版

商社

金融

協会・団体

旅行

観光施設

国・自治体

交通

ホテル・旅館

＜参加者所属団体＞

やや満足
54.4%とても満足

31.6%

普通
12.3%

やや不満
1.8%

＜総合的な満足度＞

やや満足
40.6%

とても満足
35.9%

普通
18.8%

やや不満
4.7%

＜キーノートスピーチ 満足度＞

満足 76.5％

普通
35.9%

とても満足
32.8%

やや満足
26.6%

やや不満
4.7%

＜ボリューム 満足度＞

満足 68.7％

満足 86.0％

（注）満足＝やや満足＋とても満足（以下同じ）
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■「新潟・佐渡インバウンド推進連絡会」の活動に関心はありますか。

■同じようなシンポジウムが開催された場合に参加したいですか。

■今後、同様のイベント情報を希望しますか。

■ホテル・旅館、交通事業の方のみお答えください。
　 御社の御バウンド受入態勢は整っていると思いますか。

関心がある
95.4%

分からない
4.6%

＜連絡会の活動へ関心があるか＞

参加したい
92.3%

分からない
7.7%

＜同様なシンポジウムに参加したいか＞

希望する
93.8%

希望しない
6.3%

＜同様なイベント情報を希望するか＞

ある程度

整っている
62.5%

あまり

整っていない
37.5%

＜インバウンド受入態勢は整っていると思うか＞
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■あまり整っていないと答えた方は、今後どういう対応をしたいかお聞かせください。

➢ 外国語の対応（表記、会話など）。

➢ 外国人対応ができるスタッフの充実。

➢ 通訳、タッチパネルでの案内を今後検討し、外国人対応を早急にしなければならない。

➢ パンフレットに関しては、せめて３ヶ国語などに対応したものを作りたい。(観光施設)

■その他、ご意見・ご要望がございましたらお聞かせください。

➢

➢

➢

➢

➢

➢

➢

➢

連絡会の設立、シンポジウムの開催については大歓迎。しかしながら、あらゆる面でまだ曖昧な
立ち上がりだと思うので、もう少しスピード感を持って対応されると良いと思う。これから協力させ
ていただきたいと思う。

新潟市（もっと協力的な体制が必要では！）、観光協会、商工会議所が三位一体となって推進す
べきか！　佐渡の航路開設を一日も早く！

「佐渡を研修、修学旅行の島に」を海外へ発信すべき。「佐渡は世界のアトリエ」をＰＲし、美しい
自然を大切な資源に。

できることから始めていければ良いと思う。

（民間と）県・自治体の観光課との情報共有が大切である。民間の会社、観光を担う会社との情
報共有をもっと行ってほしい。これが希薄であるがため、新潟県のインバウンドボリュームが大き
くならないのではないか？

今後、湯沢に出向きインバウンドの受入に対し(なぜ良いといわれているのか？)、勉強する機会
があれば参加したい。

全国ある観光地で、出遅れている新潟が他県に勝ち得るためには、観光資源のみをアピールす
るだけでは成長できないように思える。他国の文化を理解し取り入れるところは取り入れ、そこ
から観光資源につなげるべきと感じる（例えば、地物を利用したベジタリアンの積極的受け入れ
等々。台湾などでは人口の10%はベジタリアンなどと聞いている。）長期滞在にもつなげることが
できると思う。

従来のシンポジウムは、おらが村を自慢するような一方的なものが多かったが、今日は様々な
業界の方が集まり、客観的なデータに基づいた話もたくさん聞けたので、非常に前向きなシンポ
ジウムだったと思う。
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